
公益財団法人 海難審判・船舶事故調査協会 

- 1 - 

平成２３年横審第３０号 

モーターボートミッカビユースセンター被引カッター（船名なし）転覆事件 

 

言 渡 年 月 日 平成２５年３月２６日 

審  判  所 横浜地方海難審判所（供田仁男，榎木園正一，吉川弘一） 

理  事  官 甲斐賢一郎 

受  審  人 Ａ 

 職    名 ミッカビユースセンター船長 

 操 縦 免 許 小型船舶操縦士 

補  佐  人 ａ 

損     害 生徒１人が溺死 

原     因 ミ号の傾斜を抑制するための指導が不十分 

 

             主    文 

 受審人Ａの小型船舶操縦士の業務を２箇月停止する。 

 

             理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 平成２２年６月１８日１５時２５分 

 静岡県浜名湖 

 

２ 船舶の要目 

 船 種 船 名  モーターボート       カッター（船名なし） 

          ミッカビユースセンター 

 全     長  ７.００メートル       ７.００メートル 

 機関の種類  電気点火機関 

  出    力  ７３キロワット 

 

３ 事実の経過 

(1) カッター訓練等 

   静岡県立三ケ日青年の家（以下「青年の家」という。）は，浜松市北区三ヶ日町都筑の，

浜名湖北岸の湖畔に所在し，公募で選出された民間企業が管理，運営する青少年教育施設

で，平成２２年４月１日Ａ受審人が所長として赴任し，幼児から成人までの若者に対し，

湖上と湖畔での自然体験活動を通した研修等を実施していたところ，同年６月１８日午後

からＥ中学校１年生のカッター訓練（以下「訓練」という。）を行うこととなった。 

   訓練では，全長９メートルで１２本のかいを備えた約３０人乗りのカッター２隻（以下

「Ａ艇」及び「Ｂ艇」という。）と，同７メートルで８本のかいを備えた約２０人乗りの

カッター（船名なし）（以下「Ｃ艇」という。）及びＣ艇と同型，同装備のカッター１隻（以

下「Ｄ艇」という。）が使用され，Ａ艇及びＢ艇は，所員艇と呼ばれ，青年の家の所員１

人が舵取りを担う艇指揮として乗船するほか，引率の教諭１人が艇長として乗船し，Ｃ艇

及びＤ艇は，自主艇と呼ばれ，同所員が乗船しない代わりに，同教諭２人が艇長と艇指揮

として乗船することとなっていて，各船の艇指揮がトランシーバーを携行し，Ａ艇の艇指

揮がキャプテンと呼ばれる総指揮者を兼ねていた。 

   訓練は，当日の風向等によって，青年の家の東方，南方あるいは南西方の中から選択さ
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れる片道３.５キロメートルの湖上を，生徒２人ないし３人で１本のかいを握り，艇長の

掛け声に合わせてかいを漕ぎ，休憩時間も含めて，１時間ないし１時間半かけて往復する

もので，青年の家が作成した訓練の手引きには，次のいずれかの事項に該当する場合は，

出港を中止することが規定されていた。 

ア 暴風・強風・波浪・津波等の警報が発令されている場合 

イ 落雷の危険が予測できる場合 

ウ 所長から出港を中止するように指示された場合 

   また，ミッカビユースセンター（以下「ミ号」という。）は，船体中央部に操縦席を配

し，同席で操作する船外機を備え，同機両脇のサイドデッキ上にスターンクリートを有す

る，最大搭載人員１０人のＦＲＰ製プレジャーモーターボートで，訓練中のかいの折損，

乗船者の体調不良等の事態発生に対する救援活動等に使用されていた。 

(2) 本件発生に至る経緯 

   訓練当日，遠州灘の南方にあった梅雨前線の北上に伴い，青年の家では，１１時３０分

頃雨が降り出し，１２時０２分静岡地方気象台が遠州南に大雨・雷・強風・波浪・洪水注

意報（以下「注意報」という。）を発表し，青年の家の所員の１人がインターネットによ

る定時の気象情報収集で，注意報を入手し，他の所員に周知するための定型用紙にその内

容を記載して，青年の家の本館内の壁に貼り出し，１２時１０分Ａ受審人に報告した。 

   Ａ受審人は，注意報が発表された旨の報告を受け，壁に貼り出された気象情報を見ると

ともに，自らもインターネットで同情報を確認して，夕方から風が強まる予報であること

を知り，１２時４５分キャプテンから，雨が降っていて注意報も出ているので，早めに訓

練を切り上げたい旨の提案を受け，まだ風が弱く，浜名湖の湖面に波もなかったことから，

風が強くなる前に訓練を終わらせることができると考え，キャプテンの提案を受け入れた。 

   １３時３０分引率の教諭に注意報が発表されていることが伝えられないまま，ハーバー

と呼ばれる船だまりで訓練が開始され，生徒に対しては，かいの扱い方など，艇長と艇指

揮の教諭に対しては，声の掛け方，トランシーバーの使用方法などの説明のほか，舵の取

り方として，右に行きたいときはチラーを左に，左に行きたいときにはチラーを右に取る

ようにとの説明があった後，生徒は，体操着の上にカッパ，救命胴衣を着用し，靴を履い

て，Ａ艇からＤ艇まで順に２７人，２９人，女子生徒Ｆを含む１８人，１８人ずつに分か

れ，艇長，艇指揮と共に各船に乗船した。 

   そして，乗船しない所員が岸壁で長さ１０メートルの船尾係留索の一端を持ち，艇長の

掛け声に合わせて生徒がかいを漕ぎ，艇指揮が舵を取って，同索が張るまでカッターが前

進すると，同所員が同索を手繰り寄せて元に戻し，何度も同じことを繰り返して練習し，

１４時３５分Ａ受審人と同所員に見送られ，Ａ艇から順次ハーバーを離岸した。 

   Ｃ艇は，船首０.３メートル船尾０.４メートルの喫水をもって，Ａ艇，Ｂ艇に続き，後

方にＤ艇が付いて，風力２の東風に向かって東方に漕ぎ出したところ，間もなく風向が南

に変わって風力が４となり，湖面に白波が立ち始めて，キャプテンからトランシーバーを

通して針路を南方に変えるよう指示を受けたものの，４人の生徒が船酔いをして，かいを

漕ぐことができなくなり，艇指揮がキャプテンにその旨を報告し，その場で漂泊して待つ

ようにとの指示を折り返し受けた。 

   一方，Ａ受審人は，各船がハーバーを出るのを見送った後，残った所員と共に，ハーバ

ー近くの艇庫内やその付近で，キャプテンと各艇指揮とのトランシーバーでの交信を傍受

しながら待機するうち，１５時００分頃キャプテンがＢ，Ｃ及びＤ各船に対し，針路を南

に変えるよう指示するのを聞き，ハーバーにある吹き流しを見て風向が南に変わったこと

を知り，続いて，Ｃ艇の艇指揮がキャプテンに，生徒が船酔いをしてかいを漕ぐことがで

きないことを報告しているのを聞いた。 
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   １５時０５分Ａ受審人は，トランシーバーを通してキャプテンからＣ艇を救助するよう

要請を受け，所員１人（以下「乗組員」という。）を伴って，ハーバーに係留してあった

ミ号に乗り組み，船首０.１７メートル船尾０.２２メートルの喫水をもって，船酔いした

生徒を自船に移乗させて連れ帰る予定で，１５時０７分ハーバーを発し，この頃には風力

４の南西風に変わって，風浪も大きくなっている中，自ら操船に当たって，ハーバーの東

方１,６００メートルの湖上にいるＣ艇に向かった。 

   １５時１０分Ａ受審人は，船首を南東方に向けて漂泊しているＣ艇の近くに到着したも

のの，南西方からの風浪の波高が１メートルとなっていて，接舷して生徒を自船に移乗さ

せることができないことから，Ｃ艇を曳航することに予定を変更し，同船船首のリングに

つないである直径２センチメートル長さ１０メートルの合成繊維製係留索を艇長に投げ

てもらい，同索を自船の右舷スターンクリートにつないである直径，長さ共に同寸法，同

材質の係留索に結び付けて，長さ約２０メートルの曳航索とし，１５時２０分半少し過ぎ

三ヶ日町佐久米の天神山頂（８８メートル）から１７３.５度（真方位，以下同じ。）８７

０メートルの地点付近で，曳航の準備を終えた。 

   このとき，Ａ受審人は，Ｃ艇に湖水が打ち込んで船体の左右への傾斜が大きくなると，

同船の船首が振れて横引きしたときに転覆させるおそれがあったが，くみ出さなければな

らないほどの湖水が滞留することはないと思い，滞留水が増えたならば曳航を中断して同

水をくみ出すことができるよう，同船の艇指揮に対し，滞留水の増加状況を細かく報告す

ることなど，Ｃ艇の傾斜を抑制するための指導を十分に行うことなく，横揺れを防ぐため，

風上に向かって曳航した後に反転してハーバーに戻ることとし，直ちに機関を極微速力前

進にかけ，曳航索を徐々に張りながら同船を右回頭させた。 

   １５時２１分半Ａ受審人は，天神山頂から１７３.５度８７０メートルの地点で，針路

を２３５度に定め，機関を微速力前進にかけ，３.７ノットの速力（対地速力，以下同じ。）

とし，舵輪の後方で立って手動操舵に当たり，風力４の南西風と波高１メートルの南西方

からの風浪を左舷船首１５度に受け，乗組員が生徒に声を掛けて，かいを舷外に出したま

ま，手で握る部分を足で強く踏み付けさせているＣ艇を曳航して進行した。 

   定針後，Ｃ艇は，動揺が激しく，湖水が舷側を越えて船内に打ち込み，滞留した湖水に

よって左舷側に傾斜を生じたことから，艇指揮がミ号に追従して舵を取っていたものの，

舵を取らない方がよいのではないかと考えて，チラーに手を添えるだけとなり，その後も

しばらくは自然にミ号に追従していたところ，打ち込んだ湖水が排水されないまま，左舷

側への傾斜が増すにつれて左舷船首部で受ける湖水の抵抗が大きくなり，船首が右に振れ

て曳航索によって横引きされ，１５時２５分天神山頂から１９１度１,１００メートルの

地点において，船首を２６５度に向け，３.７ノットの速力のまま，左舷側に転覆し，艇

指揮と何人かの生徒が水中に投げ出されたほか，艇長と他の生徒が船底を湖面上に出した

同船の中に閉じ込められ，その後、Ｆ生徒と３人の生徒を除き，自力で船外に脱出した。 

   当時，天候は雨で風力４の南西風が吹き，南西方からの波高１メートルの風浪があり，

潮候は下げ潮の末期であった。 

   Ａ受審人は，乗組員の「転覆する。」と言う声を聞いて振り返り，Ｃ艇が転覆している

のを認め，同人から消防署に連絡させ，曳航索を解いて，湖面に浮いていた艇長，艇指揮

と８人の生徒をミ号に引き上げ，同船を乗組員に操船させて青年の家に帰らせた。 

   そして，Ａ受審人は，泳いでＣ艇に行き，船底に上がっていた生徒から，まだ同船の中

に生徒が残っていることを聞き，直ちに潜って船内に３人の生徒を発見し，１人ずつ船外

に連れ出したところ，生徒から，もう１人がいないことを聞いたものの，体力の限界を感

じて更に潜ることができず，消防署の救助活動が始まるのを待った。 

 間もなく，Ａ受審人は，消防署の救助隊がゴムボートで到着したので，もう１人の生徒
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の捜索を依頼し，続いて到着した警察署の小型艇で生徒と一緒に湖畔に搬送され，生徒だ

けを上陸させて，再び同船で転覆現場に戻り，消防署の救助隊員から，捜索したが，船内

に生徒はいなかったとの返答を得て，同現場を離れた。 

   その結果，Ｃ艇に損傷はなかったものの，かい１本が折損し，Ｆ生徒が後に船内で発見

され，溺死と検案された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件転覆は，浜名湖において，ミ号が，風と風浪に抗してＣ艇を曳航する際，同船の傾斜を

抑制するための指導が不十分で，曳航中，同船船内に打ち込んだ湖水が排水されないまま，左

舷側への傾斜を増した同船を横引きしたことによって発生したものである。 

 Ａ受審人は，浜名湖において，風と風浪に抗してＣ艇を曳航する場合，同船に湖水が打ち込

んで船体の左右への傾斜が大きくなると，同船の船首が振れて横引きしたときに転覆させるお

それがあったから，滞留水が増えたならば曳航を中断して同水をくみ出すことができるよう，

滞留水の増加状況を細かく報告することなど，Ｃ艇の傾斜を抑制するための指導を十分に行う

べき注意義務があった。しかし，同人は，くみ出さなければならないほどの湖水が滞留するこ

とはないと思い，Ｃ艇の傾斜を抑制するための指導を十分に行わなかった職務上の過失により，

同船船内に打ち込んだ湖水が排水されないまま，左舷側への傾斜を増して船首が右に振れたＣ

艇を横引きして，同船が転覆する事態を招き，同船のかいを折損させ，乗船していた生徒１人

を溺死させるに至った。 

 以上のＡ受審人の行為に対しては，海難審判法第３条の規定により，同法第４条第１項第２

号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を２箇月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 
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